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ちいきの話題ちいきの話題ちいきの話題定例記者会見／市長ダイアリー

▲補正予算や市民説明会などについて方針

を発表した津谷市長定例記者会見 

◇
５
月
16
日
〜
６
月
15
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

５
月
17
日（
日
）▽
首
都
圏
あ
に
会
総
会
に
出
席（
東
京
都
） 

19
日
（
火
）▽
秋
田
県
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
総
会
に
出
席（
秋
田
市
）▽
全
県
市

町
村
長
会
議
に
出
席（
秋
田
市
） 

20
日
（
水
）▽
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
総
会
に
出
席（
四
季
美
館
）▽
北
秋

田
建
設
業
協
会
第
44
回
定
時
総
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

21
日（
木
）▽
第
１
回
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
に
出
席（
大
会
議
室
） 

25
日
（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
及
び
臨
時
議
会

に
出
席（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

26
日（
火
）▽「
平
成
21
年
度
県
民
防
災
の
日
」訓
練
を
観
閲（
市
役
所
駐
車
場
）
 

27
日（
水
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
総
会
に
出
席（
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
総
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

28
日
（
木
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
・
中
岱
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
に
出
席（
ホ

テ
ル
松
鶴
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席（
大
会
議
室
） 

29
日（
金
）▽
平
成
21
年
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
に
出
席（
議
事
堂
）
▽
北
秋

田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
大
会
議
室
） 

30
日（
土
）▽
三
浦
武
氏
旭
日
双
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会
に
出
席（
秋
田
市
） 

31
日
（
日
）▽
消
防
団
水
防
訓
練
に
出
席（
森
吉
野
球
場
駐
車
場
）▽
第
25
回
ふ
る
さ

と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
参
加
▽
阿
仁
幸
屋
交
流
セ
ン

タ
ー
竣
工
式
に
出
席（
同
所
） 

６
月
１
日（
月
）▽
米
代
川
重
要
水
防
合
同
巡
視
に
出
席（
前
山
川
水
門
） 

２
日（
火
）▽
第
５
回
全
国
水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席（
東
京
都
） 

３
日（
水
）▽
第
79
回
全
国
市
長
会
議
に
出
席（
東
京
都
） 

５
日（
金
）▽
阿
仁
病
院
運
営
協
議
会
に
出
席（
阿
仁
病
院
） 

７
日（
日
）▽
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
に
出
席（
文
化
会
館
） 

８ 
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
大
会
議
室
） 

９ 
日（
火
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

10 
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
中
央
公
民
館
） 

12 
日（
金
）▽
第
２
回
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

13 
日（
土
）▽
清
水
修
智
氏
旭
日
双
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

14 
日（
日
）▽
航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
演
奏
会
に
出
席（
文
化
会
館
） 

15 
日（
月
）▽
北
秋
田
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
委
嘱
状
交
付
式
に
出
席（
大
会
議
室
） 

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
６
月
10

日
、中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、市
議
会
６
月

定
例
会
に
上
程
す
る
議
案
や
予
算
の
概
要
、

市
民
病
院
に
係
る
市
民
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
、
補
正
予
算
の
主
な
内
容

を
説
明
し
、こ
の
内「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

臨
時
対
策
基
金
事
業
」に
つ
い
て
は
、雇
用

創
出
を
目
的
と
す
る
事
業
。
商
工
会
の
若

手
の
方
々
６
名
が
「
北
秋
田
名
物
株
式
会

社
」
を
立
ち
上
げ
る
。
空
き
店
舗
２
店
を

利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販

路
の
拡
大
、
特
産
品
開
発
に
よ
り
地
場
産

業
の
活
性
化
や
地
元
雇
用
の
拡
大
、
観
光

案
内
所
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客
の

誘
致
や
駅
前
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
。
会

社
で
11
名
ほ
ど
雇
用
す
る
予
定
。
財
源
は

県
の
補
助
金
を
利
用
す
る
」
な
ど
と
説
明
。 

　
ま
た
、
北
秋
田
市
民
病
院
に
係
る
市
民

説
明
会
に
つ
い
て「
指
定
管
理
の
方
針
や
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
や
市
民
の
方
々
に
説
明

し
た
き
た
計
画
か
ら
変
更
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
、
不
安
に

思
っ
て
い
る
市
民
の
方
々
も
多
い
と
思
う

し
、
経
緯
や
現
状
を
し
っ
か
り
と
説
明
し

て
理
解
を
得
た
い
」な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。  

　
こ
の
あ
と
、
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド

ラ
運
行
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
津
谷
市
長
は「
市
と
し
て
は
、夏
の
運

行
は
準
備
が
整
い
し
だ
い
実
施
し
た
い
。

冬
の
運
行
は
し
な
い
」
と
市
の
方
針
を
明

確
に
述
べ
ま
し
た
。 

 

運
行
の
形
態
に
つ
い
て
は
「
現
在
、施
設

の
所
有
者
で
あ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ツ

社
と
、
運
行
の
運
営
を
し
た
い
と
し
て
い

る
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
間
に
立
っ
て
交

渉
し
て
い
る
。
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ツ
社

か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
施
設
を
借
り
受
け

る
形
で
運
営
し
、
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
い
。
運
行
で
き
る
条
件
が
整
い
し
だ
い
、

早
期
に
運
行
を
開
始
し
た
い
。
近
々
に
い

い
報
告
が
で
き
る
と
思
う
」
な
ど
と
答
え

ま
し
た
。 

　
奥
森
吉
・
太
平
湖
の
湖
水
開
き
が
６
月
１

日
行
わ
れ
、
湖
を
周
航
す
る
遊
覧
船
の
運
航

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
湖
水
開
き
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
太
平
湖
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
内
で
神
事
が
行
わ
れ
、
高
田

日
出
男
市
観
光
公
社
理
事
長
は
「
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
は
、
自
然
豊
か
で
希
少
な
動
植
物

が
生
息
し
て
い
る
奥
森
吉
を
満
喫
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
と
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
あ
と
、
遊
覧
船
が
発
着
す
る
高
清
水

桟
橋
ま
で
下
り
、
今
年
の
第
１
便
と
し
て
出

航
し
た
「
森
吉
丸
」
を
見
送
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
観
光
客
も
ま
ば

ら
で
し
た
が
、
遊
覧
船
は
新
緑
映
え
る
湖
面

を
す
べ
る
よ
う
に
航
跡
を
残
し
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
ま
し
た
。 

▲新緑映える湖面をすべるように航跡を
残し、第１便が出発した太平湖湖水開き 

　
平
成
21
年
度
北
秋
田
市
水
防
訓
練
が
５
月

31
日
、
森
吉
野
球
場
駐
車
場
で
、
市
内
の
消

防
団
員
（
27
分
団
）
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、

も
し
も
の
場
合
の
防
災
技
術
の
取
得
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
、
津
谷
永
光
訓
練
本
部
長
は
「
今

回
行
う
訓
練
の
工
法
は
実
践
に
即
し
た
効
果

的
な
も
の
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
技
術
の
習

得
に
努
め
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
す
ご

せ
る
対
策
を
取
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
後
、
参
加
し
た
消
防
団
員
は
２
つ
の

班
に
別
れ
、
指
導
員
か
ら
「
シ
ー
ト
張
り
工
」

「
積
み
土
の
う
工
」
の
各
水
防
工
法
の
作
業
手

順
や
ロ
ー
プ
の
基
本
的
な
結
び
方
等
の
指
導

を
受
け
、
実
践
し
な
が
ら
技
術
習
得
に
向
け

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
の
山
開
き
が
５
月

31
日
、
現
地
で
行
わ
れ
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の

幕
開
け
を
前
に
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
登

山
愛
好
者
ら
約
40
人
が
、
高
山
植
物
が
咲
き

始
め
た
森
吉
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
渡
部
博
阿
仁
山
岳
会
副
会
長
は

「
登
山
さ
れ
る
方
に
は
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な

ど
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
登
山
し
て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
美
し
い
森
吉
山
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
そ
の
後
、
新
緑
の
ブ
ナ
林
の
間
を
ぬ
っ
て

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
登
山
道
周
辺
に
は
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
な
ど
が

咲
い
て
お
り
、
登
山
者
ら
は
立
ち
止
ま
り
、

花
の
名
前
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
思
い
お

も
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
を
進
め
ま
し
た
。 

▲新緑のブナ林の間をぬって山頂を目指し
た森吉山阿仁側コース山開き 

▲「積み土のう工法」の訓練に、きびきびと
した動きで取り組む消防団員ら 

奥森吉の大自然で散策はいかが 

花の季節に向かって 

水害に備えて防災技術を習得 

●「太平湖」湖水開き 

●森吉山阿仁側コース山開き 

●平成21年度北秋田市水防訓練 
 


